
ペシャワール会報 No 138 2018年 12月 5日

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る

水
事
情
と
灌
漑
の
重
要
性

―
―
二
〇

一
〇
年
の
提
言
父
ム
報

一
〇
五
号
よ
り
）

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（平
和
医
療
団
。日
本
）総
院
長
／

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表

中
村
　
哲

二
〇
〇
三
年
か
ら
始
ま

っ
た
水
利
事
業
に
お
け

る
大
き
な
転
機
は
二
〇

一
〇
年
で
し
た
。
中
村
医

師
は
さ
ら
な
る
干
ば

つ
を
前
に
警
告
を
発
す
る
と

と
も
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
文
書
は
二
〇

一
〇
年
八
月
に

「
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
検
討
会
議
」
で
日
本
政
府
に
提

一言
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ナ
ン

ガ
ラ
ハ
ル
州
と
い
う

一
地
域
を
基
点
に
し
て
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
共
同
事
業
と
し
て
、
水
利
事
業
を
安

定
し
て
拡
大
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
問
い
か
け
、

現
在
も
微
動
だ
に
し
な
い
確
か
な
視
点
で
記
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
再
度
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長
　
村
上
優
）

回
ア
フ
ガ
ン
難
民
と
干
ば
つ

Ｐ
Ｍ
Ｓ

（平
和
医
療
団

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
試
み
か
ら

日
本
）
は
、
元
来
医

療
団
体
で
あ

っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
夏
以
降
に
顕

在
化
し
た
大
千
ば

つ
に
遭
遇
し
、
水
利
事
業
に
勢

力
を
注
い
で
き
た
。
二
〇
〇
七
年
ま
で
井
戸

・
カ

レ
ー
ズ
な
ど
、　
三
ハ
○
○
力
所
の
飲
料
水
源
を
確

保
し
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
は
農
業
用
水
路
の
建
設

に
努
力
を
傾
注
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
数
十

万
人
の
帰
農
を
実
現
し
、
今
も
活
動
は
続
け
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
非
政
府
組
織
と
し
て
の
限
界

も
痛
感
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
復
活
し
た
村
落
の
調
査
に
よ
っ

て
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
灌
漑
域
で

一
五
～
二

〇
万
人
、
カ
マ
郡
の
灌
漑
路
復
活
で

一
〇
万
人
以

上
が
帰
農
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
殆

ど
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
難
民
生
活
を
し
て
い
た
者

た
ち
で
あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も
東
部
ア
フ
ガ
ン
で
は
、

戦
乱
や
政
治
的
迫
害
を
避
け
て
逃
れ
た
者
も
少
な

く
な
か
っ
た
が
、
難
民
の
大
半
が
国
際
機
関
の
指

摘
す
る

「環
境
難
民
」
で
あ

っ
た
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ

（国
連
世
界
食

糧
計
画
）
や
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

（国
連
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所
）
ら
、
国
連
機
関
の
信
頼
で
き
る
調
査

と

一
致
し
て
い
る
。
戦
乱
の
与
え
た
影
響
は
、
唯

に
政
治
的
混
乱
や
国
民
の
死
傷
に
と
ど
ま
ら
ず
、

国
家
機
関
に
依
ら
ぎ
る
を
得
な
い
水
利
工
事
が
等

閑
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
難
民
発
生
や

治
安
悪
化
と
無
縁
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

亘
荒
廃
す
る
農
地
、
減
少
す
る
食
糧
自
給

中
小
河
川
に
頼
る
農
地
の
荒
廃
は
、
三
〇
〇
〇

～
四
〇
〇
〇

ｍ
級
の
万
年
雪
の
減
少
と
密
接
に
関取水門を乗 り越える2010年の大洪水。気候変化は渇水だけでなく、突発的かつ局所的な洪水を引き

起こす (2010年 7月 30日 )
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係
し
て
お
り
、
用
水
路
流
域
の
調
査
に
よ
っ
て
三

〇
年
以
上
前
か
ら
徐
々
に
進
行
し
て
き
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

ア
フ
ガ

ン
の
伝
統
的
灌
漑

法

・
カ
レ
ー
ズ
は
地
下
水
を
利
用
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
地
下
水
位
も
ま
た
下
が
り
続
け
て
お
り
、

吾
々
の
作
業
地
で
二
〇
〇
〇
年
八
月
か
ら
現
在
ま

で
、　
一
〇
年
間
で
平
均
約

一
〇
～

一
六
ｍ
低
下
し

て
い
る
。
か
つ
て
豊
か
な
穀
倉
地
帯
ナ
ン
ガ
ラ
ハ

ル
州

・
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
麓
の
村
落
は
、
こ
の

一
〇

年
で
こ
と
ご
と
く
廃
村
に
帰
し
た
。

Ｗ
Ｆ
Ｐ
は
、
二
〇
〇
六
年
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン

の
食
糧
自
給
が
六
〇
％
を
割

っ
た
と
警
告
し
て
い

る
。　
一
昨
年
か
ら
続
く
世
界
的
な
穀
物
生
産
不
足

は
、
更
に
苦
境
を
強
い
る
状
態
と
な

っ
て
い
る
。

国
国
家
的
規
模
の
支
援
の
必
要
性

水
利

。
灌
漑
施
設
の
整
備
は
、
確
か
に
長
い
年

月
を
要
す
る
が
、
国
民
の
八
割
以
上
を
占
め
る
農

民
た
ち
の
死
命
を
制
す
る
問
題
で
あ
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ

が
八
年
を
か
け
て
数
十
万
の
農
民
た
ち
の
生
活
を

保
障
し
て
地
域
の
安
定
に
寄
与
し
た
と
は
い
え
、

こ
れ
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
ご
く

一
部
の
で
き
ご

と
に
す
ぎ
な
い
。

国
家
再
建
は
短
兵
急
に
は
で
き
な
い
。
時
間

を
か
け
、
広
範
囲
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

吾
々
非
政
府
団
体
の
限
界
は
こ
こ
に
あ
り
、
願
わ

く
ば
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
モ
デ
ル
的
な
試
み
が
、
然
る
べ
き

国
家
機
関
の
手
に
よ
っ
て
大
規
模
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

国
灌
漑
事
業
の
可
能
性
と
日
本
の
役
割

乾
燥
化
と
気
候
変
動
が
問
題
に
さ
れ
て
は
い
る

が
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
の
降
雨

・
降
雪
の

絶
対
量
が
極
端
に
減

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
完
全

で
は
な
く
と
も
、
以
下
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
臨
め
ば
、

か
な
り
の
農
地
回
復
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
少

な
く
と
も
試
み
る
価
値
は
あ
る
。

①
中
小
河
川
の
緩
流
化

（多
数
の
中
小
貯
水
池
の

建
設
、
洪
水
路
の
植
林
ら
）
に
よ
る
保
水
力
の

増
強

②
大
河
川
か
ら
の
取
水

（中
小
規
模
の
堰
と
用
水

路
建
設
）

な
お
、
夏
の
ク
ナ
ー
ル
河
の
流
量
は
毎
秒

一
〇

〇
〇
～

一
五
〇
〇
ト
ン
、
こ
の
う
ち
三
〇
〇
〇

ヘ

ク
タ
ー
ル
を
潤
す
必
要
量
は
夏
期
で
毎
秒
四
～
六

ト
ン
程
度
で
あ
る
。
し
か
も
再
び
河
に
戻
す
排
水

路
を
置
け
ば
、
た
と
い
多
数
の
取
水
口
を
整
備
し

て
も
、
下
流
に
及
ぼ
す
影
響
は
殆
ん
ど
無
視
で
き

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ア
フ
ガ
ン
農
村
は
山
間
部
で
オ
ア
シ
ス
的
な
農

業
が
営
ま
れ
、
基
本
的
に
循
環
型
自
給
自
足
の
共

同
体
で
あ
り
、
農
業
生
産
の
大
前
提
は
灌
漑
で
あ

る
。
水
を
制
す
る
者
が
根
底
か
ら
地
域
を
制
す
る
。

「水
は
生
命
線
だ
」
と
は
、
ア
フ
ガ
ン
人
な
ら
全
て
、

政
府

・
反
政
府
を
問
わ
ず
、
知
識
人
か
ら

一
農
民

に
至
る
ま
で
、
自
明
の
認
識
が
あ
る
。
日
本
が
こ

の
面
で
大
き
く
寄
与
す
れ
ば
、
食
糧
自
給
率
を
飛

躍
的
に
上
げ
、
必
ず
や
多
く
の
国
民
の
生
命
を
保

証
し
、
以

っ
て
ア
フ
ガ
ン
社
会
安
定
の
強
力
な
柱

を
提
供
で
き
る
も
の
と
確
信
す
る
。

さ
ら
に
、
年
々
増
大
す
る
気
候
変
動
、
洪
水
と

渇
水
の
極
端
な
同
居
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
そ

の
下
流

・
バ
キ
ス
タ
ン
を
貫
く
イ
ン
ダ
ス
河
流
域

全
体
の
問
題
の
一
部
で
も
あ
る
。
環
境
問
題
＝
人

と
自
然
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
日
本
が

一
つ
の
先

鞭
を
つ
け
る
意
義
は
、
測
り
知
れ
な
い
。
都
市
空

間
と
農
村
地
帯
と
の
寛
容
な
共
存
も
ま
た
、
水
問

題
に
依
拠
し
て
い
る
と
述
べ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

規
模
が
違
う
と
は
い
え
、
ア
フ
ガ
ン
と
日
本
の
河

川
は
共
通
点
が
あ
る
。
河
川
の
勾
配
が
急
で
、
夏

冬
の
水
位
差
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
わ
が
国
で
は
昔
か
ら
多
大
の
努
力
が
払
わ

れ
て
き
た
。
旧
く
は
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、

営
々
と
培
わ
れ
て
き
た
豊
富
な
経
験
と
技
術
が
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
す
こ
と
の
国
際
的
な
意
味
と
日
本
の

存
在
感
は
、
今
後
も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
地
球
環

境
の
激
変
の
中
で
、
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。
現
地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
し
て
は
、
政
府
に
よ
る

灌
漑
計
画
の
実
施
に
全
面
的
な
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。

官
と
民
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
補
い
合
い
な
が
ら
実
施

す
べ
き
日
本
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。


